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も
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猶
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彼
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せ
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す
る
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限
な
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は
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、全
’然

形

而

上
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的
倫
理
學
的
考
察
を
離
れ
て
、偏
へ
に
因
果
的
に
其
結
果
を
考
察
し
た
：の

.で
あ
る
。：
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人
ロ
增
孽
の
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M

に

_

る
勞

.働

者
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互
，間
；の
競
领
の
.爲
め
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麵
者
の

«

銀
は
持
.續
的
に
は 

其
慣
習
的
生
活

#

以
上
に
上
る
こ
を
が
出
來
ぬ
へ

。
±

地
：の
收
機
が
典
賃
舉
を
賴
過
す
れ

Iば
、其
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處
に
賛
本
利
潤
が
あ
を
。；
農
寒
に
投
せ
ら
れ
た
資
本
ヾ

」
此
利
謂
士
の
比
^

が

 

一
«

的

に

I

切 
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業

Q

利
潤
率
を
定
め

る

。

一
利
■

が
資
本

0
r
f.
,職
を
促
：
.し
、資
本
の
齋
赞
は
：勞

«

»

_
の
增

«

で
、賃
銀
を
騰
貴
せ
し
め

る
か
ら

、人
ロ
の
增
加
、食
物

.に
對
す
る

«

耍

の

*
進
が

®

办
、是
に
應

す 

る
爲
め
获
に

未
耕
の
土
地
に
資
本
を

投

じ

て
も
、或

は
®:
耕
の
土
地
に

M

ね

て
資
本
を

投
じ
て 

も
、其
收
獲
は
舊
に

ib
し
で
減
少
す
る

。

此
の
減
少
し
た
收
獲
か
ら
貨
鈒
を
控
除
し
た
餘
剩
即 

ち
刺
潤
は
減
小
ノ
す
る

:0

一
 

般
的
利

澗

率

は
減
少
す
る
。

舊

の
土
地
收
獲
か
&
賃
鈒

i

此
の
減 

.少
利
潤

i

办
和
を
控
除
し
た
餘
剩
が
地
代
で

.
ぁ
る
。

吏
に
資
本
が
蓄
靖
せ
ら
れ
、页
に
人
口
が 

增

A
す
れ
ば
、觅
に

產
.出

力
勢
れ

る
土
地
を
耕

さ
な

け
れ
ば
な

ら
ぬp

即

ち
利
':■'率

は

ie
k
下 

落
し
そ
れ
丈
け
魄
耕
地
の

地
；代
は
騰
貴
す

る
の
で

ぁ
る
o
人
ロ

愈
.i
«r
加

し

T
利

满

率
，は
愈 

»
下
降
し
、地
代
は

愈

$
騰
貴
す

る
'の
.で
ぁ

.
る
。

利
機

_

が
.：下
降
し
ー
て
_

程
.ト
探
以
下
，に
降
れ

1ば
、
 

刺
戟
が

な

ぐ

な

つ

て
資
本
の
蓄

B

が

廢

せ
ら

れ
、勞
働
に
對
す

る
®

要
：の

#

進

も
B

み
、人
ロ
僧 

加

0
刺

戟

も
涫
滅

6
て
、人

.は

最

皁

何

等

の

發
«

な
き「

靜
：业

狀

虜

(1
:
到
_

す
る
，

さ
て
物
の
交 

換
價
値

は
、そ

の
人
力

を
.以
て
生

^
し
得
る
も
の

'砂
る

.限

^
、其
生
康
は
_

せ
ら

る

勞

■働

©
質 

M
 
士
資
本
の
利

_

士
の
合
許
に

m

T
決
せ
ら
れ

■.る
。
'，
從

-o
て
利
濶

_

;

0
高
'低
、は
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較
的

生
，
產 

に
時

間
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す
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こ

i
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も

の

、
，揮
値

に

P'

層
影
響

.す
る

か
.
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_
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落

す

れ
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0
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舉
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が
？
？

； 

へ

こ
れ
が
ダ
力
ア
ド

.ォ
の
思
索

'
-办
結

»

の
*
*要
で「

あ

パ
 

が
身

%
索
を
：

. 

な
す
に
當
つ
て

は
、一

時
.的
'現
象
を
*
視
し

て
，
事
物
：の
本
則
的
眞
相

「

を
求
め
、具
っ
典

稱
输
を
述 

V

る

G
當
つ

て
、木

膽
に
事
實
的

：

細
.目
の
省

^

を
敢
て
し
た
こ
：.琴
は
痕

€:
に
：對
す
る
印
象
を
殊 

に
.深
か
ら
し
む

る
_所
以

'
.
.
で
：あ
：

つ
"た
。

斯
く
し
セ
十
九
俾
紀
频
經

_
:學
の

*
磯
が

.

.定
め
ら
れ
た

o

V

V 
.ぐ

'

-

/

;

:つ

：

'
リ
力
，ア
ド

ォ

の
影
響
ミ
い
へ
ば
、彼
れ
の
通
貨
諭

i

ビ
ン
ィ

ダ

每

R
o

f

 p
e
e
w

の
.英
蘭
：
«

行

.

法
改
疋
、
彼

^

の
自
由

®

易
論
：ざ
穀

_物
：法

倣

廢

：運

動

ふ

の

事

も

舉

げ

«
:
:けれ
ば

.な
ら
ぬ

-が
、茲

に
は
軍

ii：

彼
れ
が
經
濟
學
の
發
達
其
者

.：に

^

へ
た
，
.影
響

.の

み

を

考

察

す

：
る
。

.而
し

て

其「

影
響

は
、姑
ら
.ぐ

之

を
分

つ

て

ニ

つ
に
す
る
こ

i

を
便
士
す
る
。

.タ
力
：ア
ド
オ
が

、
帘

民

@

濟

學

に

.與

へ

た

影

響

社

#.
主

義

經

濟

學

に

與

へ

：た
影
響 

か
.
.そ
.れ

で

あ

るo: 

■

リ
カ
ア
ド
オ
病
残
の
際
ジ

.H

ェ
ム
f

ル
は
へ
マ
力
ロ
ッ
ク
：：

'
に
：：與

:'
'
'へ
^

書

«

中
，に
後

.者
：VJ.

己

れ
自
身

ど
が
リ
力
ア
ド
ォ
の
，

^

人
の

I

唯
二
人
の

I

純

粋
な
る

門

多

/r
ミ：
言

つ
た
。
此

外

に 

猶
ほ
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
原
論
を
靖
ん

.
で
鴉
片
中
毒
の

#

睡
が
、
b

喚
び

'
晒
ま
さ
れ
た
、才
學
#
凡
な

 

る
ド
•ク

ィ
ン
シ
ィ

が
め

る
0

彼
れ
；は
始
め
て

タ
力

ア
ド
ォ
の
原
論
を
讀
ん
だ
時
の
辦
を
記
し

 

て
斯
.ぅ
，言
つ

て

©

る。

成

の
深
遠

办
書
が
跟
し
て

.
眞
に
十
九
世

.«;
の
‘
»

が
し
い
繁
忙
の

||
1

]に 

#

.か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
。

一
英
國
人
、而
.が
も
大
學
の
人
で

«

な
ぐ
て
、商
人
ミ

し

て
戰
員

 

ミ

し

て
の
心
痛
に
娜
迫
せ
ら
る
、

I

英
國
人
が
、歐
羅

&

全
’±
の
大
學
な

【

：世
紀

0

思
索

4

が 

I

毛
幅
を
進
涉
せ
し
む
る
こ

i

を
も
な
し
得
な
か
つ
た
も
の
を
成
し

.
遂
げ
た

さ

い

ふ

こ

ふ
趟
 

果

し

で

あ

り

得

た

事

で

，
あ&

ぅ

か

。
：
其.
以

前

の

學

蓉

等.
は
、事»

細_

及
び
例
外
の
非

#

な
® 

最
に
糜
し
潰
さ
れ
掩

»

せ
&

れ
て
居
つ
た
。

リ
力
ア
ド
ォ
瑪

«

#

料

0 :,
浪
，：池

た

る
_

の..
中
( : 

箭
の
如
き
光
ぅ
を
削
た

.
諸
味
則
を
、

K

 

K

タ
ォ

f

is
®'
-悔
其
者

か
&
 

■
轉
し

た

ゆ
で
：
あ

る
？
'.'
_
 

し
て
斯
く
し
て
.從
來
試
驗
的
議
論
の
蒐
集
に
過
ぎ
な
か
つ
た
も

0
€

今
始
め
て
永
久
$
基
礎 

の
上

{ ;
立
つ
、比

例

疋

し

き

ニ

：
科

學

に

.
雜

造.
し

た

。

」

•
此
三
著
は
ジ
ヵ
ア
ド
ォ
の
所
說
に
最
も

4

實
な
る
も
の
で
あ

.
つ
た
。
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右
の
三
者
に
，次
い
で

^

ぐ
ベ
き
も

0 ,
^ ;
义
ィ
二
ォ
ル
及
び
ジ
ョ
ン

•
ス

チ
ユ
ア
ア
ト

•
ミ
ル
で
あ
 

る
？

而
し
て
其
の
ス

.
チ
ュ
ア

_ナ
ト
，ミ
，
グ
，が

.ニ
八

.
四
八
年
其
經

.濟
原
論

.

.の
初
版
に
公
言
し
で
、横

 

値
の
法
則
に
は
、幸

'
に
し
で
最

.

•
今
日
若
し
ぐ
ば

^

来
翁
學
溝
終
解

_

や

T

き
間
題
は
一
も
存

 

せ
ぬ

「

此
主

® ,
の
理
論
は
完
全
で

办

る」

と
い
つ
た
こ

€!

は
、有

.各
^:
歌
.實
'で:

あ
な
が
、此
の
^

に
 

完
腺
し
た
占
稱
せ
ら
る
る

®

値
理
論
ば
、即

t>
.
リ
力
ア
ド
ォ
の

.
顧
卿
癖

(^
^

4'
-

>

ォ
ホ
、ミ

A

等 

が
若
干
の

.

I E
を
加
へ
た
も
の
に

外

な
，レ处

0 ;
で
あ
な
。
脒

®
■
の
如

f

v'
力
ア
ド
ォ
の
•«皞

 

論
は
二
物
の
交
：換
：價
値
を
生
ど
し
て
決
ず
を
も
の
は
、其
生
車
に
裂
が
：石
ベ
き

.勞
働

* -
で
あ
る
 

が、嚴
密
に
い
へ
ば
、勞
働
最

.
の
み
で
は
な
ぐ
て

# :
働
量
と
生
産
の
着
手

•か
&
其
完
成
販
資
ま
で

 

に
經
過
す
る
時
間

i

で
' 
あ
る

S
 

0

い
た
。
換
言
す
れ
ば
、

「

物
の
儇
値

«

其
生
產

#

に
to
て
&
 

右
せ
ら
れ
、生
產
费
は
：賃

銀

i

利

潤

V」

を

以

て

合

成

せ

ら

る

い

：ふ
：
の
で

‘

る。
今
シ
ィ
ュ
ォ

 

三

，
が
リ
カ
ア
ド
：ポ
に
加
へ
た
修

J H
.

V

J01
ふ
の
は
、價
値
論
を
リ
力

7t
.
IV
.

ォ
自
身
の
場
'合
に

 

於
け
る
よ
り
も

E

に
少
し
ぐ
勞
働
價
値
說
に
遠

 

'ざか

.
,

bし
め

て
y
そ
Q :
_

^

.

i

s

K
た
る
の
®
弓

を

，一

層

明

確

な

ら

し

め

た

‘

の
で
あ
つ
た

。

:

,

.

1

貨
物
生
產
費
；を

#

成
す
る
も
の

‘は
、賃
銀
士

.利
潤

v
j

で
あ
る

i
'い
ふ
。

賃
鈒
は

11

§

論
勞

^
 

な
る
犠
牲
に
對
す
る
：報
酬
で
あ
る
。

彼

0

報
_

を
支
挪
は

‘な
け
れ
ば

*此
犠
牲
を
購
ふ
こ

i

が
 

出
'來

な

，い

の

で

あ

る

。

然

&

ば
利
潤
：.は
何
物
に
對
す
る
報

.酬
で
あ
な
か
。

V

力
ア
ド
ォ

は

ニ
 

:

■

の
貨
物
に

?

る

、
勞

働

最

ば

一

對

，一
ニ
の
比
例
を
保
つ
て
ゐ
て
も
、生

]8
秦

.了
、生
產
物
販
賣 

ま
で
に
經

'過
ず
：る
.時
間
が
，
‘同
一
で

.な

.ぐ
て
、勞
働
.を
_

す

.る
：
こ
.
I多
：き
，も
.‘の
'が
又
時
間
/を
要
す 

る
2

も
多
い
も
の
士
す
れ
ば

£

者

の

交

換

：價
値
：、は

：

j

に

#

す

る土
：：

で

な
'ぐ
て
、「

價
値
多
き
方
の 

も
の
が
市

©

に
齎

.さ
る

「

、
迄
に
經
過
す
る

.ょ

K
y華
き
時
，間

Kを

w
iv
爲
め
多

'少
楚
以
上

A

なる一 

i

言
つ
て
居
る

(

腕
出

r

此
：-0「

是
以
上

」

&
.る
も
の

.は
：、即

.ち
利

«
,で
あ

^
 

對
す
る 

賠
償

.ざ
へ
い
ふ
言
葉
は
嚴
密
を
缺

.い
，
て
居

る

？

賠

«
:は
實

'は

.時
間

»

«
に
'對
ず
る
も

P

で
は
な 

ぐ
て
一
定

0
間
中
或
事
を
忍
ぶ
に
對
す
る
も
の
，

.〒
な
；ぞで

_はー
«

ら
ぬ

0
-.
.
!
M
の
忍
ば
；る
、
と
は 

何
、で
あ

S

か
。

ン
ィ一一

' 
龙
ル
は
之
に
對
し
て
制
欲

(

a
b5ts;
e
n
cn>
:)

な
る
新
術
語
；を鑄
造
し
た
の
で 

あ
る
。

“
彼
れ
に
從
；へ

'
.ぱ、制
欲

i

は
、

「

人

が

ゃ

の

.支
0 2

^

が
.
.の〜

不
.生
：產
：的
使
.用
.を

節

じ

^
 

し

ぐ

は

故

ら

に

直

®

の

結

集

=の

生

康

を

.拾

'て

、
_

き
：將

硪
9
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$

生

：
：
產

：
费

ば

、
勞

：
働

.
，
：
年

，
此

.
の
ー
制
-

欲
を
免
礙
免
成
私
も

.
Q

m
ぁ
か
。

勞

儆

に：

對
す
'秦

報

咖 

が
'賃
銀
，
な
“

同
じ
ぐ
、制
欲
に
對
す
る

報
：：

酬
：た
な
も

「

の
ほ

.利
_

で
ぁ

-
為
o

而
し
て

(

完
全

W

る 

競
，爭

‘の
行
は

抄

る

i

こ
ろ

で
.は
、諸
貨
物
。

0

«
錢
即

i

:貨

幣

を

：以
：：て
，
«

ひ
現
し
た

.價
値
は
、#
物 

の

^

產
费
哿
中

^

に
し
て

.旋
囘
す
る
〒

「

若
し
其
德
格
に
：

"し
：
s

 

れ

塵

生

産 

(I
携
は
れ
る
も
の

 

>
賃
銀
：又
は
利
潤

.は
、生

..

產
，.
g
ff
i

鑛
，甘，

ん

.が

#

め

^
-は
忍
，ば
ね
ば
：な
ら 

ぬ
勞
働
双
妒
制
欲
の
：

,

均
報

.■酬
以
下

_に「

下
：，降
せ

.ポ

な
を
：
s

b

核

つ

；
，
て
：
、
や

‘

て
供
給
の

’ %

少 

の
爲
め
生
產
物
の
檟
値
が

.

.引
土
げ
ら
る
，：

 

>
舆

_

虜
は
中
：止

#

し
：く
：は
：短
#?
せ
.ら
.れ
.
.る
。

又
若 

し

«

格
に
：.し

て

其

纸

產

：«

以
上
に
騰
貴
：

t

れ
：，«

_
產

#

■は
必
：★

靖

犠

樣

.に
：對

す

る

平

均

®

酬 

以
上

f

の
を

受
け
_
る

に
概
逄
な
い
。

典
事

M 

:發
：見
，せ
；
ら

6
>

や
否
：や
、奪

本

i

勞
働
，
ミ
は
、此
：
 

«

定

Jh
、興
常
の
，.利
益
を
提
供
す
る

.典

用

途

、，：に
：向
：
つ
：
て
流
、れ
、條

の

剪

に

3

手

で

ぁ

&
、若

し 
<
 
は 

質
手
の
爲
め
に

「

代
理
し

'/
£
人
々
は
、自
ら
生
產
：捧
に
轉
じ

'
T
、遂
に
；供
給

0:
_

加
が

«
格
：士
生
產 

费

ビ

を
均
し
か
ら
し
む
る
に
茔

る
し
^

で
あ
る
。
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も
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の
制
欲
な
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術
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澗
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0

生
產
费
ビ

®

値
士
の
關
係
に
就
ぃ
て

輝
ぐ

所

も
略
.ぼ
同

.f t
に
，出
で

、

居
る
。

抑
も

.
 

1

物
の

.價
値
士
は
、之

e

交
換
せ
ら
る

 >

 

他
の

'或
：物

若

し

:<
:

«

—般
の
.
物
の
一
量
.
の
謂
で
.
あ
る
が
、
 

.
!物

が

價

姐

を

有

せ

ん

が

爲

め

に

は

--
:
一
 

條

#

の
.
具
備
す
る
，
£

'

'

を
.要
す
る
。
"
利
' 用
あ
る
こ

S

及 

び
.獲
得
上

^
困
難
あ

る

£
が
そ

れ

で
.あ
る

。

獲
得
の
困

*

,
C
:い玉
：
1

か
：ら
见
れ
：ば
、貨

物

に
”
は
：

 

興
供
給
量
の
絕
對
的
に
限
定
せ
ら
る
、
も

Q

ビ
、勞

»

氏
W.
費
' ミ

よ
'
 

つ
.
.て
'際
限
な
ぐ
生
産
し 

得
る

.も
の
ミ
、生
產
に

' 
ょ
つ
て
供

'
'給

-ft
を
.增
す
こ
と

.は

出

來

る

が

、此
；の
生
.康

增

加

の

爲

め

に

投 

す

べ

き
费
用
は
比
例
以
上
に
多
き

' を
寒
す
る
：も
；

:0
^*
,
の
：写

«

が
；あ

.る
；っ 

'供
；給
：量

の

限

定

.せ
ら 

る 

>
貨
物
に
在
つ
て
は

.、其

«

値
：は

霜

栗

供

；鈴
.
Q
帶

均

に

ft
T
決

せ

：&

れ
-备
？
：

-

任
意
：增

加

し
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ベ
：き

貨

物

に
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.
て
；も
、其
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一，
時
；的

0

檟

«

又
は
；：市

©
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値

移

同

じ

'
:
.
<

«喪
.供
：給
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て
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せ
.ら

れ
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貨
物
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，
は
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外

に
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.場
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値

^

旗
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中

心

た

.
备
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値

若
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<
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皁
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な
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潤
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し
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31.
生
產
激
に
普
通
以
上
の
利
潤
を
收
め
し
か
ベ
る
'程
は
高
げ
れ
ば
、厢

0
#

常
利

#

に
參
.
加
i
.ん 

が
爲
め
資
本
は
突

mし
來
り
、此
貨
物
の
供
給

.

0
? 
d
多

に
依 
'て
其
價
値
を
卞
落
せ
し
め
る 

の
で
あ
る

(P
.  

4
5
2
)。

最
：後

^

生
：產
、に
依

.
て
供
給
最
を
增
す

i

せ
は
，出
來
，る
が
、そ
れ
が
爲
め
に 

は
此
俠
以
上
，

0

费
用
增
加
.
を
必
要

i

す
：る
貨
物

^

V.

つ
で
は

^
:

價
，値

”は
現
在
最

■?
>
不
利
^
る 

P
F
r
0
下
に
於
け
る
生
產
費
が
之
を
定

>̂
:
、同

^:
貨.
■
ば.
t

TG
是上

-cs

も
有
..
利

ff
 
.る
事
晴
の
下 

に
生
產
せ
，ら
る
、
も
の

•
，は
、此
の
费
用
の

—

額
に
等
一
じ
き
地
：
代
へ
を
生
令

.
，̂

の
：で
あ
る
。
'而
し
て 

「

地
、代

«

之
を
生
..
ず
を
貨
：物
の
生
庵
费
：中

0

右
述
の

*

ぐ
で
あ
る
か
ら
、細
に
リ
ヵ
广
ド
ォ
の

0
つ.

で
ゐ
る
：通

:̂
'
、
生
：產
{-
依

て

供

^

量
を 

僧
し
得
る
貨
物
の
猶
値
は
、生
產
上
に

®

さ

る
ベ
き
#
働
暈
に
樹
減
は
な
ぐ

T

も
、
生

產

完T

に 

喪

す

る

時

，間

の

長
.
短
：の
：爲
め
に
變
動
す
る
。

三

ル
は
其
價
値

.
論
の
#

皆
， .

を
，約
說
す
る
中
に
斯 

ぅ
レ
つ

'て
居
る
。

「

苦
し

|

一
 

物
の

」

方
が
年
均
上
他
方
ょ
り

.
も
大
な
る

«

値
を
支
配
す
る
な

& 

ば
、其

M

因

は

必

ず

其

生

産

；に

ょ

ぅ

大

な

，る

勞

働

*

が
、或
は
永
續
的
に

‘
で
層
高
率
の
報
酬
を
突 

け
る

#

類
の
勞
働
を
耍
す
る
と
か
、或
は
此
勞
働
を
支
へ
る

*

本

若

：し

ぐ

は

資

本

，の

一

部

分

を 

1

層
長
期
に
亘
つ
て
前
挪
し
な
け
れ
ば
な

..
s
 
gv
こ.
と
か
、
或.
は「
最_

に
：
生
：產

^

永

續

的

に

高

率

•の
利

_
を
.以
て
償

'ふ
こ

i
を
要
：す

'
'る何
等

‘か

の

事

：，
情

を

伴

：
ふ

こ

i
:に
存
せ
ね
：ば
な
ら
ぬ
0

是 

等
諸
要
素
中
生
產
に
要
せ
ら
る
、
勞
働
暈
が
最
も
重

き

を
占
め
る
。
爾
餘
の
も
の
、
效

M

は，、
 

何
れ
も

ft
微
で

'は
な
い

.か
、是
ょ

.

c
v

も
小
で

あ
.る」

(

で
‘
.t>
s
。

,

. 

■ . 

■ 

.

.

. 

-

'•
:
•
:ミ.
パ
等
の
檟
値
論
が
义
力
ア
ド
ォ
の

i

異
な
る
點
の
一
は
、

#

«
寒
に
於
け
る
賃
銀
率
の
：興 

同
が
生
逮
物
の
標
値
に
影
響
す
る
こ
士
を
ン
認
め
，

'た
所
に
あ
る
。

7C
*
'投
入
勞
働
量
が
生

*

物
' 

Q
.

價
値
を
支
配
す
る
と
ー
い
，
ひ

得

る

の

は

、資
：.本

家

が

.勞

働

者

を

。*
.傭
'し
，
て
：生

康

：を
.行

は

し

め

.
る 

今

H

の
社
會
に
於
て
は
、投
入
勞
働
最
が
資
本
家

0

.

»錄
‘事
出
痛

「

に
：现

.れ
る

^

ら
.で
あ
：る

。

' 賃
，
 

錐
支
出

.額
が
增
大
し
た
の

.ほ
生
產
物
の

' 
價
袼
が
騰

_貴
一
し
な
け
れ
ば
，利
潤
は
普
通
率
以
下
に
減 

少
す
べ
き
箬
で

：

あ
る

.
辦
ら
、興
處
で
供
給

’の
、補
少
、耀
袼.：

の
騰
：貴
_が
'起
；一
る
-S

い
ふ
の
で
あ
る

。

故 

に
投

A

勞

勸

最

は

：如
：何
：に
、變
，瑯

し

て

も

、そ

れ

^

資
法
家

'_
©*■
銀
：宾
出
褪

:1
:
'
:
:
現

れ

て

來

：ぬ

f

 

は
、生
産
物
の
價

«

に
は
何
等
の
、影
響
は

V

い，箸
な
一

0

;
で
/あ
：る
。，

:其「

代
'
&
真
採
入
勞
働
*
に
變 

化
は

«

<
て
も
、特
定
勞
働
考

Q
:

賃
銀
、率

に

#

降
が

?

、從
つ
て

'其
：顧

主

の

：

r

賃

錐

支：

出
額
：に
：
#
 

減
が
起
れ
ば
、價
値
は
變
動
す
る
の
が
當
然
で
あ
る
。
ジ
力
ア
ド
ォ
は

.賃
銀
；の
騰
落

i

い
ふ
場 

第二十

I
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C
1
1
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リ
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ア
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死
後 
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號

r

三



筋VI

屮一

卷

(
1
1
1
九

〇
)

リ
ヵ
ア
ド
す
の
死
後
 

婼
十
號 

j

四

-

合
に
は
常
に
其
#
通

S

變
動
の
み
を
意
味
し
て
、特
定
猶
類
の
勞
働

«

銀
の
單
獨
變
摩
を
阏

題
に
し
な
か
つ
だ
：や

5

■に
見
受
、け
ら
れ
る
。、
ミ
ル
は
之
に
反
し

.て、味
に
右
の

W

用
に

も

見
夫

‘ 

、

>

て
..

ゐ
る
通
り
、「
諸
貨
物
坐
：産
：Q

.

爲
め
に
必
要
：な

'
る
勞
働
の
相
對
賃
：爾
：が
其
：

®

値
を
 ̂

i
 

は
、疋
に
 

'勞
働
の
栩
對
：錄
に
：同
じ

」

き

こ

y

レ

を
認
め

'
た
の
で
あ
：る
。：」

例
へ
：ば
、高
率

0

:
貨
粗
を
：以
て
 

酬
ゐ
ら
る
、
熟
練
勞
働
の
生
産
物
が
賃
銀
低
き

' 不
熟
練
勞
働
の
生
產
物
の
大
な
る
數
最

i

交 

換
せ

f

b
る
、
こ

.
V
J

は、此
理
を
示
す
も
の
で

あ

る

。

-

£ 

ル
に

^

し
で
は
ヶ

.
ル
ン
ス

.(J
-

 

E
.

 

^
 

w

g
r

f
.

の
說
に
由
て
投
入
勞
働
量

5
0

生

產

，
：
物

の

價

値

：：i

の

«

係
：を

吏

に

|

層

..稀

雜

な

ら

し

め 

た
。

元
來
勞
働
者
栩

s

't
a

に
完
全
な
競
饼
が
行
は
れ
て
ゐ
れ
ば
、勢
働
：な

V

犠
牲
ミ
賃
銀
.な
る 

報
酬
士
の
關
係
.は
均
一
に
歸
し

て
、
犠
牲
が
重
ぐ
て
報
酬
が
雜
：ぐ、犧
牲
少

.'ぐ

し

て

報

酬

：が

厚

：い 

士
い
ふ
不
平
等
は
あ
ぅ
得
ベ

か
ら
ざ
る
喾
で

あ

る
。

然

る
，
に

ヶ

ベ

ン
ズ
に

0
れ
ば
，勞
働
者
相 

互
の
間
に
は
完
全
な

S

,
舉
は
行
は
れ
ず
、從
つ
て

'
.犠
牲
.に
對
し
て
の
報
酬
率
に
は
厚
雜
が
あ 

る
。

そ
れ
は
勞
働
者
の
間
に
は
嘬
下
級

か

&

最
上
級
に

0
る
迄
の

間
に
、例

へ
' 
ば(

ィ)

無
熟
，：練
勞 

働

者

:?)

H

E
锻
：H

石

工

雙

：e
機

.械..及
：.び

：：

土

木

；
技

師

：
：服

：
鏡

_

_

!+
:: 

H
-

等

：

t

«
術
家
辯
謹

士

等

©

如
き
幾
段

.か
，の

It
®'
が
あ
つ
て
、同
一
階
層
：

.に
風
す
る
も
の
枏

.互
，間
に
は

.競

•
'
が
行
は 

,
れ

，る
'が
、興
な
る

.階
層
は
相
互
に
不
競
部
幽
を
成
し
、典
問
の
境
界
を

.踰
え
る
こ
.士
は
不
可
能
な 

ら
ぬ
迄
も
孤
常
杖
困
難
で
あ
&
、從
つ
て
假
り
に

.上

»

所
：屬
員
が
如

.何
に
破
袼
の
好
報
酬
.を
得 

て
ゐ
て

も

、

下
層
の
人
は
沾
つ
て
.競
部
し

て

之
を

引
下
げ
る
士
い
ふ

0

に

行

か

な

い

.か

ら
で

あ 

る
。

(
s
o
m
e

 

L
e
a
d
i
n

oq
p
rB-
Q.
p
l
e
s 

of 

Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

N
e
w
l
y

 

E
x
p
o
u
n
d
e
a
y

 

1874.)

ヶ
ぐ
ン
ズ
も
勞
働

.マ

」

制
欲

i

を
以
て
貨
物
の
生
產
上
に
忍
ば
る

>

®
ft
々
な
し
涵
外
に

r

^:' 

險」

を
も
取
げ
て
ゐ
る
が
、

®

に
就
い
て
は
僅
に
數
言

-

を

*

す
に
业
め
て

®
.る)

賃

0 

L
C利
澗

‘、

J

を 

部
て
そ
れ

7
r

\
之
に
對
す
る

.報
酬

^

る
も
の

i

な
す
こ

,

シ

ィ

ニ

ォ

〃
、
、、、
广

ゲーレ同
様
で
あ
る
。
 

若

^

勞
働
漭
相
互

'間
、
*

本
相

2

間
に
夫
々
宪
全
な
競
爭
が
行
は
れ
る
な

ら

ば
、賃

0
S

利
渦

i 

顧

^

々
勞

'猶
及
び
制
欲
な
る
淇
犠
牲
に
此
例
し
、從
つ
て

«

«
及
：び

'利
；
«|
の
.
'源

皋

な

る

生

'產
物 

_

肩
値
は
、叉
其

.逢

®

#
に
此
例
す
る
舞
で
あ
る

o

然

.る

{1
資
本

_
'
:に，
«

競

禱

-
ギ
 

6

、櫚
欲

i
.刺

■

ぐ」

の

關

係

.{
i

¥
均
す
る
け
れ
ど
冬
、勞
働

.者
栩
互
：に
拟

.猶
前

©

階
層

©
競
#
.
を 

奶
ザ
る
も
の
が
あ
る
か

-£
>、價

'«
士
生
產
礙

>
し
の

1

致

^

亦
た
妨
げ
ら
れ
ざ
る
を
得
.ぬ

:0: 從
：：

つ 

\^
、例

'〈

ば
庫
守

>

錠
前
マ

J
、

或
は
晴

M

計

ビ
時

#
：ど
：
-£
:
:い
ふ
や
ぅ
に
、同

;'
.

I.

.階
層
：ば

®
す

(

る
勞
働
：
 

第
二
i

卷

n
j
l̂L
c

リ
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ア
ド
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死
後
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1

五
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'

1
1
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(
一
H

九
ニ) 

V力

ア

ド

ォ

の

死

後,
 

第
十
號
 

一
ぺ

溝

.
f
:

生
鹿
物

'相
互
は
；
,

生
：廣
费
に
此
例
し
て
：

'
.賴
交

.換
せ

.ら
る
ベ
ー
き
：，も
、卓

研

：
七
：時

計

を

#

前
’
を 

卿
雨
計
占
に
至
つ
て
は
然
ら

#

し
て
、晴
：爾

計̂

は

時

計

の

價

格

は

、
单

子

，又

は
'餘

前

：
の_

比
^
穹
生
：產
費

0
比
.例
以
上

!-
高

き

に

居

、
る

べ

含

‘舊

で

へ

あ

る

 

>
.
.
即

，
ち

，
斯0
知

ぐ

、生
.產
晴

0

*
 

22C

は

,#
遍
，的

に

食

何

な
る

階
級

.の
貨
物
の

«
値
.を
4
^
S配

：：

す
る
；
^
の
：：で
，は
.な
ぐ」

て
、

「

或

貨

#

0 

或
交
換
に
於

W
る
價
猶
を
支
配
す
る

J

に
過
芽
な
い
の
で
あ
る
。

: 

;:

:

グ

，
ン
，スに
依
て

.斯

X

生

產

*

說
の
適
用
範
圍
が
制
限
ハ
せ
；ら
る
'
.
>に
.至
：
つ
.
.て
、勞

働

费

.用

ぐ 

生
■産
物
の
價
値

ビ
の
關
係
は
、愈
 

> 
稀
薄
な
る
も
の
に
さ
れ
た
。

腕
に
論
；じ
た
や
ぅ
に
、

^

i
ジ 

力
• 

_
.
ァ：ド
ォ
の

®

値
尊
は
利
潤
率
平
均
の
，

0
定

-0
上
：に
立

T

、b
れ
て
居
る
。

翁
本
利
«
率
は
常 

に
平
均
せ
ん
ど
す
る
，も
の

'で
P

る
。

”而
し
て
利
率
潤

.が

平

均

す

：れ

ば

減

物

相

互

.の

交

轉

比

率 

は
生

;1
»

相
互
の
比
率
に
一
致
す
る

V
J

い

ふ

の

で

あ

，：.る
。

:而

し

て

此

場

.合
生
產
费

デ
じ
い
ふ
の 

は
、實

は

,*
本
家
の
生
產
出

©(

支
出

)

に
外
な

&

ぬ
も
の
で
あ
る
か

.
ら
、»

實
の

.生

.

.產
费

.が

|
1

を 

支
酉

す
る
ビ
レ

^

に
は

«

實
の

'生
-產

#

が

資

本

寒

の

生

產

'出
掃
に

{

致
、少
ぐ
も
比
例
す
る
こ 

ビ
を
前

; #
し
な
け
：れ

' 
ば
な

&

ぬ
。

然
る
に
勞
働
着
間
に

'
.行

«

れ
：る
競
命
が
完
全
で
な
け
れ
ば
、
 

同
.I

®

0

勞
.輝

_

興
な
る
賃
ー
銀

.を
以

T

酬
ゐ

.马
机

」

る

ギ
い，ふ
こ
ミ
が
起
る
こ
士
は
右

1

の
通

I

あ

，

务

51

で
、各
資
本
家
皆

.其
支
出
資
本
に

.對
し

1:
同

1
.'
.
'
_
0
:
利
润
を
：收
め
る
ぎ
し
で 

ぁ
、生
產
物
の
價
値
は
必
し
も
勞
働
ぢ
い

4

犧
牲
、制
欲

く
レ
い
¥

犠
牲

0

合
計
量
に
比

I

 
4

占 

は
限
馬

S

い
o

.貨
物
の

0
m

を
.支
配
す
る
も
の
，

I

產
の
爲
热

S

#

其
：著
な
る
生
康

#

,.
; 

(

8

^

で
は
な

'.
<
;

で
、此

«

牲
紅
購
：ふ
爲
め
に

«

本
家
，が

支
®.

求

為

.奪
額
、即
左
生
產
出
费

I
s
,
 

甚

で
ぁ

.1

勞
働

^

M
欲

e

i
ゆ
な
必
て
、賃
銀

.を
利
潤

S

で
あ

る
9
一，
而
し
て
利
碑
於
制

^
 

!.
比
例
贫
る

-r
l

占

铽

略

，
ば

靖

め

：
ら

れ
X

f

。
M
:、
勞

働

：_
義

«.
.
|

«
に

妨

額

ゆ

取

るa

も 

I

述

の
1

H

 

I

’
俥

は

组

產
I

依
J

配 
'

裏

4

1

ぶ

I

、
價

値

は

資

，
本

： 

家「

の
：
生

產

出

费

に

依

て

支

配
.
裔_

*

务

い
‘為
3

達

意

味

は
#.

货

ぐ

ない
：： g

£

で
* :
るo

:

:
見 

力.
,

:
ネ
は-
貨

物

の

ぎ

値

を

決

求

々

表■

其

生

產

に.
数
：
？

承

ベ

美

勞#.
.

最

ぁ
’生
.產

物

が

市
 

場
I

总
る
：
1

1

過

す
S

間

®

«

短 
< 
で•
ゐ
•
る
一4

い
：
終

豕»_

0
:

猶.
«
を
1

來

£
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I

#

 
p
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i
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に
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#
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味

す

る」
m

 
i

の
へ
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命

題

0同
^
w
t
e
鶴
味
す
一
る
も@

み

如

*

は

取

辯

?

居

名

0
I

I

奚

處

’

そ

：I

S

述

す

る

所
■

§
:

_
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办
6
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焉

ド

s
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拿

て

^

i

寒

#

欺
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鐵
*
競
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©

|

染

^

^
核

て
.
份

命
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考
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に
：
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マ

 

>
 

.

ク
ス
，
_

，の勞

_

_

«
齡

の
根
本
的
困
難

も
亦
た
此

-0
需
婴
に
目
聯
す
る

も

の

:

.

.

.

.

.

V 

.

4

'で
ぁ
る
。
0
則
壞
ば
、商
.
品
0«

値
を
'決
览
す
.
る
ご
い
ふ
璐
會
的

.
必
；要
.
勞
働
時

：
照
i

は.'
雜
—

奄
：支 

r

的
に
解
せ
今
れ

^

必
果
梦
働

1».

間
で
ぁ
る
.
が
、或
は
商

.
：品.
：.に
對
.
舞
る
需
要
が

'
»
處
に
顧

®

せ
，
 

^
 
X

む
を
汾

# .4

に
箱
す

ô,:
.

: •,,

' 

ク
^

の
說
ぐ
所

^

&
れ
ば
、必
耍
勞
働
：

_

問
は
、大

.槪

§
.
場
合

(^
ゆ
生
產
技

*

的

0

意

^
 

，に解
す
へ
へ
き
も

,

や

$
 W

ぁ
る
。
；
然
：ら
ば
、霜

寒
0

有

無

，大
.小

^

興
は

*
、
|
定

ft
Q

勞

味

常
に
、
同

-
檟
値

^

生

*

を
も
办
お
な
す

’ベ
き

.取
ぁ

な

か
o : 

れ
は
マ
ル
ク
ス

©

立

#

^

6
し 

で
も
承

.
Eし
兼
ね

.る

こv

で
あ
ら
ぅ
。

マ
ル
ク
ス
の

m

ふ
商
品
は
、何
等
か
の
人
間
欲
^
を
滿 

た
す
も
の
で
：な
く
て

.

.は：.な
，ら

ぬ

何

#
0
,
:
欲

'绍
滿

_足
に
供
す

■
ベ』

6

ざ
ふ

i

0.
は
、如
何
に
多 

巖

0

凝
働
を
投
じ
ぬ
缒
康

':
^

6
れ
：で
も
無
價
値
で

.な
ぐ
て

.̂
像

る

：
ま

い

。

鈿

择

勞

働

、を
..

費

す
 

の

必

要

汝

仴

に

> 

#
 

ず̂

欲

攀

滿

足

{:
供

T

ベ
か
‘
ら

ざ

る

も

の

は

無

價

値

K

h
己

ず

X.
:

^
、上

*. 

上
に」

同

1

*
 
_

勞

:«
の
”費

さ

れ

た

^

の
，
は
、之

に

對

す

る

霜

耍

の

强

M

机
何

を

，間

は

S

一'
ゆ 

價
値
を
有
史
る

i:
い
.
‘ふ
.：こ
.士
も

^*
た
.不
合
现
で
が
ぐ
て
ば
な

.ら
ぬ

.
。

.

,

.

.

.

.

"

'
併

U

同

1

M

#
.锋
働
妒

«
.さ
れ
极

_

蘇
も
、之
に
對
す
る
需
耍
强
綱
の
程
動

%
叔
に
曲
て

«
 

修
傭
を
：着

す

系

も：の

-
占
す

.れ
％
ァ

A
名
憂
の

i

所
謂

.社

#

©.
.必
要
勞
働
時
間
は
条
然
別

«
0

_

ニ2
瘤

(

一ー三ニ

1J

 

V力
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I
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ガ
ブ
ド
ナ
办
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衡

 

$

號 

卧六

着
_

を
聰
得
ぽ
、其
摘

«
法
則
_
_
柢

が
：ら

»
搖
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

.で

.ぁ
る

0
,而
.か
も
マ
ル 

ク
_

_
參
は
威

.欺
#

_
は
必
、要

#

摘

.
_[!
«
•
は

需

要を
«

嚴
'
.し

T

0:「

必
耍

」

叫

la
'
]で
ぁ

る

t
言
つ 

铸

0

6'
。：：
_
:即
ち
；資
本
論
第

.

f
卷

：.

唞
挖
市
教

.

胃

|»
:

:职

2§
:

麻
：布

.
0

「

全
1

^

「

ャ

r

ド

1
}

志
'の
'疋 

常

«
格
'で
吸
收

^
_
泛

•

杉
埤
來

な
，げ
れ
ば
、

そ
れ
.は

全
'社
會

.：的
勞
修

#

邮
中
の
麻
織

’_

の

» 

，
費
さ

れ
把
部
分

♦か
大

•ぎ
遍
弒
だ
こ
が
を
承

3
:
p

 

.ゐ
る
：
の
如
、各
.個

「

の

麻

織

；̂

が
.其
. 'の

f
自

.の

. 

座

產

物

_

對

1>
:
て

■
#

.
■

必

耍

な

‘る

以

M

難

勞

‘攀

時

IK
:
.

Sr:

投

じ

た

&

★

緖

趣

ば

断

じ

节

ぁ 

る」

.さ

.い、ひ

. Ka
p
i
s
'
\
.
v
6
1
k
i
a
u
s
g

p.'
b
e
.

^,
.
6
7
-
00
'

)

：同
第

3

卷
第
十
章
も
同

*

じ
解
ぜ
ふ

〜

 

文
l
ri
を
揭
げ

T

ゐ
。る
の

.が
を
れ
で

'
4

る
9 

一
 

V 

；f 

.う
K
.
.
:

へ「

併
し
勞
働
顧
値

.法
：則
を
斯
：办
如
ぎ

「

意
味
に
解

.す

れ
.：

ば
、
了
ル
ダ

,
スV
の

學

：說

は

特

殊€>
意

義

を
 

喪
先
し
、商
品

0

'谓
値

^

其
價
格
を
.支
配
す
务

#
>
■

な

，
f
 

f、需

3?
供
.給
ほ

S
;

て
定
め
ら
れ
だ
典 

價
格
が

0
0 

^

0
め
與
ど
け
ぷ
こ
ざ
に
な

^:
't
r
右
ら
：ぅ。

4

即
务

#

1©
^

例：
($
於

&

6 ;
®?
麻
布 

は
、

坐產稃
程於で

#
.さ
れ
た
勞
働
暈
か
ら

.い
へ
ば
、プ
ャ

K

ド
ニ
志
の
®
値
を
有
す
ぺ
き 

f

 §

各
、の

5

露
耍
.じ

*

U
T.
.
.爾

_

_
大
な

」

る
爲

‘め
：

ヤ
，
ア

ド: 1
—

率
丈
け
の
顧
値
を
：含
#

ぬ
を 

ぃ
4

、
V
き

说

5 -
れ
.、碣
ニ

'

»
品
味
生

A

上
一
に
1

各
'
る
'勞
働

«:
如〗

锻

&
 

_
ら
'
-相
霖
要

供
給

.

；係

.

.

に
；；

由
’て
定
ま
ラ

.於
丈

■け

0'
.fi
修
を
‘有

^

-̂
こ
，>、

」

に
な
る
摩

^

あ
..る。，

;

.斯

.の
如
 

< 變

&

せ
.ら
_

た
摘
：値

法

抓

を

勢

揚

カ

，の
；«
德
に
癖
用
す
れ
、ば
、何
ぅ
な
る
か
。

勞 

働
者
の
生
活
费
如

^
'

H..

拘

&

t
勞
'働
力
ば
勞
：働

#

#
收
得
す
る
賃
銀

■び
け

Q
:

價
値
を
有
す
る 

ど
.い
ぶ
こ

ぎ

1^
な
る
の
で

あ

る
.'
ブ
然
：ダ

_
、資
本

^

;

*̂'
際
_

入
す
る
务

0'
:ば
、_
働
方

^
な 

て
勞
慟
で
办
气

.
成

®

商

^
.の
摘
値
は
、そ
の
生
產

"に
.
.S5
せ
ら
る
：
 

>
勞
働
：量
で
あ
る
士
い

.ひ
、而 

し
て
こ
れ
に
相
當
す
'
♦
も

0;
を
勢
：働
に
就
い
て

*

む

^

ば
、そ
、れ

：«'
勞

働

，者
.ゆ

^

あ
も
士
い
ふ
ご
士
も
出

•
 
'•
ぅ

。
,:
:

而

し

で

此0 .
1
生

，
铸

必

要

：
聋

に
ff
i

で

謂_
_

ゼ

生

辱

也

ら

.：
る>
 

.
も

の

は

#

#

で

は

な

ぐ

て

勞

働

力

.
で
* '
, -
^
、
生

活«

.は

勞

働

ガ

髮

維
#

す

ん

も0

で

あ

っ

て

、

4

口 

付

也
e

右

、

勞

侧»

潜

§'
费

靡

ぎ

見

ニ
る
：：：

ベ
：
ぎ

も

,

で

馨

い
^
、併
し
藤
_

寒
た
な

»

本
家)

0 

. 

侧
か
ち
見
れ

^
需
要
せ

&

る
、
も
.Q

.

勞
働
で
あ
っ
て

#

«

力
で
は
な
い
。
縱
令

.
勞
働
ガ
'は 

同
^

.で
如

，p

も
、卡

n

時
問
の
罄
儆
ざ
六

#
,

0
#

« '
む
( -
對
し
、器
し
ぐ
は
饞
秀
如
る

'勞
働

' : 

S.
;劣
惡
な
る
勞
働
ビ
に
對
し
.て

M
主

は
決
し
て
甘
ん
じ
て
同

I

報
酬
を

^

拂
：ふ
も
の
で
は
な 

い
。、
而
し
て

»

に
勞
働
者

0 '
賣
却
す
る
も
、の

M

勞
備
で
あ
っ
て
、而
し
て
前
：段
の
論
法

^
肖
て
、
 

^

#'
砂
«
値

^

®

^
.供
齡

.
B修

(1
跑
，て
定
ま
る
賃
銀
額
に
從
ふ
も
の
占
す
れ
ば
、勞
働
者

ば

提 

第
m

卷

(

ニ1
1
1
I
M
)

す
ガ
K
J
.

ゆ
馨
： 

_

.號

闽
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锻
十
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四
八
.

做
し
：
た

'

■

:

.

'

ミ
等
し
き
獨

«

紅

_

得
す

.
な
の
で

^

が

^

ら
、« -
取
ミ
い

.
ふ
こ

-
«:
'取

.な「

い
"
. 

:U
j

に

じ

る

？
''
こ

れ

は
.マ
.ル：.

ク

ス

，の
'勞
働
價
値

_

_
を
.全
.然
，無

»

_
な
ら
し
か
な
も
：

^

免
；あ
，

—

生
遍
行
程
上
校
费
さ
る

■

ザ
量

'の
勞
働

■

:

藤

■

に
；對

翁

を

«:
_

の
#
.
_無

强

弱

に

：
：
_
&,
: 

t

 

,
 

D同

一：：

她

，働

値

を

，
造
,̂
.出
烹

』

の
4

す
.れ
'ば
系
ぐ

.：無
用
な
る
物

0 .
生
產
仏
歡
货

&'
作
た 

勞
働
も
亦
た
價

.
■
を
、從
令
で
敝
剩

«.
鴆
利
：潤
を

.坐
：む
む

.や
ふ
の

-不
合

»
:ゅ
®.
:

ね̂
ば
：な 

之
に
反
し
、

•マ，ル
：：

_クノス)

M

或
場
合

^

®
め
て
ゐ

.
る
や

.
ぅ

に

、
、
生

康

，
上

_

に
敷

.夸
れ
：ね

'勞
働
は
生
産

^
 

に
-
對
ず
る
需
要
の

_程
|度
如

#

に
■
應

價

_

を
生

•ず
‘
る
知

0 .〔

$

#
れ：
€

商
品
の

'徵
値

.は

3 £
懷 

格

に
由

て
定
i,

%
勞

働

：
の' 释
値
_

« '
«

( ;
:
*
て
定：：

衾

•:
 
'」

“

，な

つ.
.̂ ;
■
取

士

い
ふ-.
こ
i〔

は 

あ

:̂
得.
な
い
こ
さ
に
ぃ
な
和

#

で

軔
知

0
：

；
: 

r
: 

: 

I

.社

食

主

義̂

ゆ

ょ

务

リ

.
方
.
ァ
ゾ
ド
ォ

)

«
感

歎

令

脸

敕

：は
、
マ
,

f

ス

に
.依

て

^

»
齡
に

、達
し
、而 

し

^

マ
、X

ク)

^:
や

懷

«

論
：

3
、

予

办

風

る」

所

_

#
权
ば
、わ
'
:力
"K

ド

^
:か
一
；&
誠
マ
れ
：.る 

失

_

に

@
.し
.^'
展
る
"
''
'
'職

し

^
へ
義
失
_
:4

藥

» '
智 

を
®

顆

な

る

.
S

0
:

i
 

^
 

p

 

へ

よ

う

ギ
レ
な

こ

i

に

存

す

る

の

.
'マ
ル
ク
ス
及
び
ロ
ォ
ド
。へ

ダ

卜
ス

の

價

値

論

に就
：：i

て

更

に

.記

す

ベ

き

は

、此

兩

者

'が
殆
ざ 

同

.

I

0

立
場
か
ら
ソ
力

.K

ド
ォ
：

0

:地
代
論

^

加
へ
だ
修
正
，の
事
で

.
あ
る
。
义
沭
尤
ド
ネ
の
說 

に
k

れ
ば
地
代
は
现
耕
の
土
地
の
地
味
の
差
興
に
由
て
生

t

^-
も
の
；
^

•4
>
^
>、從

:

つ；て
最
後

^
 

斯
竹
圈
內
の

.
入
つ
た

®

劣
等
地
、若
し
く
は
最
後
：に
土
地
に
投
雄
ら
れ
た
資
本
は
、银
に
耕
作
勞 

働

#

の
.貨
鈒
士
資
本
ネ
潜
士
を

it
す
る
に
止
ま
，つ
て
、其

以

上

に

地

代

<

レな
る
ベ

.き
餘
：剩

:&
生 

ま
ぬ

^

で
あ

.
る
。，

.
マ

\

ク
ス
も
ロ
ォ
ド
べ
が
ト
条
も
共
に

「

リ
カ
ー

r

K:
.
ォ
の

0
め
ゐ
較
楚
地
代 

の
外
に
、猶
ほ
一
般
地
代
若
し
く
は
絕
對
地
代
の
成
立
：し

#

べ
き
て
迄

^

說
.：い
；
て
ゐ
る
>
'
換
言 

す
れ
；は
、現
耕
の

•最
劣
等
地
も
猶

.ほ
資
本
利
職
以
上
に
地
代
を
生

^

名
さ
い
ふ
の
で
あ
る
。八
而 

し
で

0
理
論
は
、此
の
；一
一
者
の
勞
働

’
.價
値
法
則
か
、

b
演
賴

さ
れ
で
居
る
の

で

あ
る

y 

:

先
づ
ロ

.
ォ
ド
。へ

ダ
卜
ス
；に
就

’
い

て

ぃ

へ

ば

、、
マ
;r
ぞ

K
©

所
_

餘

剩

價
.値

^
: 
ロ
.
.ォド̂
次ト
 

ス
.
は
賃
，子

.(R
e
n
t
e
)

さ
稱
匕
て
：

©

备
が
、勞
饊
生
：產
物
が

_

勞
働
费
用
，に
坩
侧

'し

友

相

交

換

せ

.6
‘ 

る
、
限
り
遽
業
に
：投

#
4

.れ
た
資
本
，に

は
：：

^

業
に
：投

#

.&
;れ
だ
同
铜
：の
：資

.本
#

々
名
必
中
多

第一一

十一

卷

(

i

m) 

I
ア
ド
I

死
後 

银
屮
號
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ア
ド
ず
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第
十
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§

額
の
賃
子
を
割
り
當

'
て
ら
：れ
る
。

そ
れ

は
；同
額
一
の
駑
本
は
、農

業

に

於

て

は

：躍

料

を

要

：背
：ぬ
故
、
 

エ
業
に
於
け
る
ょ
り
も
多
：量
の

.勞
働

'を
展

«;
し
得
る

.，か
：
'&
:
:で
办

.石
。
：
而

し

て

普

通

利
«

率
は

" 

ロ
え

'K
ベ
ル
ト
ス
は
エ
業
に
：歸
屬
す
る

_賃
：子
士
 

H

業
に
使
用
：せ

&

れ
た

»

本
ど

0

比
：例
：に
由
. 

で

定

ま

る

も

の

.

V」：

し

て

居

：
る

か
;̂
、農
，業
收
益
か
ら
農
業
資
本
に
對
す
る
普
通
利
潤
を
控
除
す 

れ
ば
、必
中
興
跡
に
餘
剩
が
殘
る
。

こ
れ
が
地
代
で

.
あ
る

。
' 
こ
の

''
:地
代
は
地
味
の
：差

.等

0:
へ
爲
め

. 

に
優
等
地
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
ぃ

:'
°

地
味
の
優
れ
た
土
：地
は
，興

®
:

越
！！

比

例

し

て

劣

等

地
 

ょ
今
も
多
く
地
代
を
生
ず
る
け
れ

r

も

®

に
耕
：作
せ
ら
れ
て
居
る
最
劣
等
坶
も
猶
ほ
普
逋
利 

飼
以
上
の
收
益
を
擧
げ
各
こ
ぐ
し
は
右
に

.*
べ
.た
通
り
だ

2

い：
ふ

Q
®

あ
ゐ
。
：「

：
；

®

法
摩

物 

の
價
値
が
费
用
勞
働

e

等
し
く

^

へ
あ
れ
ば
、(

タ
ヵ
ア
ド
ォ
も
亦
た

「

最
も
本
利
な
事
：情

Q

T
に 

造
■
^
れ
た
生
產
物
じ
就
い
て
承
饑
し
た
や

5

に)
一
般
賃

子

の
前
提
情
#
即
ち
充

.分
な
る

勞
働 

の
生
產
カ
及
び
土
地
資
本
の
私
有

1

‘
が
備
は
る
限
ぅ
、厫
座
產
物
の
價
値
は
如
何
に
小
で

も 

地
代
は
必
す
發
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？

…

•
實
際
の

'交
易
±
に
於
セ
少
く
も
價
値
は
費
用
勞 

働
に
等
し

V」

の
法
則
に

向
つ

て
の
歸

It
o

が
通
則
で
あ
る

限
ぅ
、地
，代
，も

亦

た

述

：則

で

あ

る

。

地 

f
tが
生
じ
な
い
で
資
本
利

1̂
の
み
が
生
ず
れ
ば
、そ
れ
，は
，
リ

力
ア
ド

オ

の

言

ふ

や

う

に

本

原
的

狀
1

で
は
な
ぐ
て

 
二 

個
の
變
藤

( A
b
n
o
rm

itst  J 

に
過
ぎ
ぬ

 j (R
O

&
e
rtu

s'D
ritte

r  

B
rie

f  au  
v
「
Kircll- 

3
W
M
S . w

ld
e
rle

crqung"  d
eriR

icard
o
sch

en

 

Lehre...  vo
n
'd

er.o
ru

n
d
ren

ted
n
d

 
.

Begr
Gi
n
G«,
ua
f?.
s.
Eer neuen.  .R

en
r.  

ten
th

nlo
rie

.  

Ioo
Ln
l
'
i.
 s'
 

1
0
0

0

,

此
地
代
論
を
反
殿

^

る
こ

1
Cは
函
難

.で
な
ぃ
。

土
柳
に
探
せ
ら
れ
た
資
本
が
工
業
資
本

 ̂

&

も
高
率
の
收
益
を
擧
げ

か

な

&

ば
、資
本

.は
エ
業
を
避
け

^
農
業
ほ
流

^

し
.邊
產
物

§

卿
歡 

增

^

の
爲
め
、其

^

蜱
货
ら
れ
た
資
本
が

H

業
資
本

.ど
亂
：
#
◎
.

«
潤
を

'

#

る̂

に

止

ま

ぅ

全

'ぐ 

其
以
本
に
餘
剩
を
生

#

、ぬ

.や

ぅ

に

な

っ

て

、始

め

て
B :

む
で
か
ら

5
。： J

I

ォ

^

べ

y
ト
ス
は
癌 

に
對
し
て
答
：

.へ
て
謂
：ふ
。

.：
斯
ぐ
地
代
が
消
滅
し
、資
本
吹
感
益
率
が

'エ
：業
上
農

_

上
は
同
：一

ど 

な
る

時
.は
、即
ち
需
要
供
給

Q

變
賴
動
に
依
っ
て
財

*

相
宜

'
の
；交
：換

if
c

率
'は
*
#
傭

比

.例
 

し
な
ぐ
な
つ
：で
居

^N、

從
.つ
て
地
：代
論

©
:前
提

^

る

：
め

か

；
ァ

.

ド
ォ

^.
價
値

「

法「

則
称
翁

#.
'
さ
.
.
1

4
 

く
な

つ：た
時
で
ぁ
る
タ

='.「

：
：

リ
力
ァ
ド
ォ
の

地
賴
释
は

、藤

_

彼
れ

0'
.
理
.論
：
全_

の：
极
，本
原
則
，
 

.た
る
、坐
產
蚴
は
何
れ

も
#

さ

^

た
ハ
る
勞

.慟
：
(;
應
匕
：サ

慣

値

：を

有

す

ir
の命

題
；：；

ヰ

相

.
容

：
れ
.ぬ
が 

.
•
:
、或

は

此
原

則

♦
固
：執

t:
'
れ

ば
、腺

'
れ
の
一0

作

論

が

謳

っ

て
取

る

か
何
れ

如

で
ぁ
る」

^
“
篆

第
.1
4i;
1
餘

(

一
s

l

l

^

w

V 

ヵア

K
74

-
の，死

^ ,
J:
1r
:號 

t 一



??
11:
5

へI

H;
一一
 
八)

9
力
ア
ド
方
ゆ
死
後 

锻

十

勰

5-
:一
 

.

.併
し
此
論

は
、謬

つ
た

タ
カ
ア
ド

オ
解
驛

に
*.
づ
.い
て

居

，
る

。リ
カ

ア
ド
.ォ
の
勞
働
價
値
說 

S
もJ

i
ふ
べ
ぎ
が
の

^
利S

 

_

_均
の
前
提

e:
お
に
立
で

が
れ
允

暴

f

あ
つ
て
、而

-し
'て
4
 

s

b

利
潤

.率

S

均

S

.
が
勞
働
偾
値

_

M>
維

持

じ

嫌

っ

た

し

£

、リ

カ

夂

ま

&
 

身

^

充

分

承

認

す

る

所

：で
.あ

つ

た
。

こ
れ
は
予
仪
苒
字
詳
論

^

ザ
通
ト
贫
あ
る
。

,;
斯
ぐ
農
業
へ

0;
自S

,
な
る
資
本
流
入
を
承
認
す
れ
ば
、

.ロ
ォ
ド
べ

<

Kf
入

0 :
地
代
論
は
_
立 

じ
な

W

A
V'
然
ら
ば
農
業

f
の
資
本
撤
入
は
何
等
が

0'
;障
壁
に
よ
つ
て

.遮
斷

'せ

&'
:
る

>*
も
の
：ミ
 

し
杧
な

&,
ば
#

ぅ
な
る
か
。

r

マ
i

 

A

ス
办
絕

»
,账
代
論
ゆ

.
P
:ォ

K

ベ
火

N

ス
の
理
，
に
第
に 

丑
地
脫
有
權
な
る

.競

#:
#

壁
を
加
へ
た
も

.0 '
忆
ご
見
で
好
い
。

マ
ル
ク
ス
も
ロ
ォ
ド
べ
パ

.ド：
 

^

.

♦同
じ
た
同
辦
辞
資
本
が
農
乘
に
於
で

M

傭
ず
る
勢
働
量
は
工
業
に
於
け
る

i

t
も
炙
、い

< 

如
ぢ
帔
れ
の
響
，
を
機
？

へ
ば

#

業
賢
本
の
有
機

.的
組
織

.は
工
業
資
本
の

‘1其

よ

.
^
も

挪

い
 

こ
さ

^

認
め
だ

0 :
,で
あ
る
？
洹
し
其

.理
由
は
農

_業
：は厥

,

：を耍
せ
ぬ

 ̂

.
い
ふ

.の

.で

0
ぐ

T

、
^
 

業
生
，
*

力
.
.が
エ
業

^

摩
力
よ

.

C
V

も
低
い

，、し
い
ふ
こ
と
に
求
め
ら
れ
た

0

そ
こ
で
、

^

し
も
農
工

. 

業
.間
；に

.

.於
け
る

.資
：本

0

:
'競

#

^

_
由
：な

ら
ば

、

農
康

.：物

i戍

at
®;
値
，
K

t

い
生
產

«!
格

#

用

®, 

格

^

均
利

^

の
粧

)

を

Ja
'

て
.賣
買
さ
れ
る

.
箸

で

あ

る

が

、
マ

;r
ク 

'
ス

に

ょ

^

^

、
^

主

'
は

如

.
何

^
,
る

©
 <

ロ
に
も
與
土
地
を
無
償

;.
で
他
人
の
使
用
に
委
す
る
こ
士
を
肯
ん
じ
な
い
か
ら

、土
嗔

が

社

に
 

其
に
投
せ
ら
れ
た
資
本
に
對
し
て
普
通

^

潤
を

#

す
に
止
ま
る
限
ぅ
は
耕
作
せ
ら
れ
ぬ
。
農 

0
物
の

«

格
が
此
以

^

に，
#
/る
迄
は
、地
主
は
土
地
へ
の
資
本
投
下
を
許
さ
す
、從
つ
て
農
產
物 

生
產
價

■格

以

上

の

偾

格

を

以

：て
.
.賀
賃
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
占
い
ふ
の
で
ぁ
る
。
此
賀
格
に
は

.
當
然
普
通
利
潤
以
上

'
の
#

剩

が

る

^

で
ぁ
，る
。

.

;

I

併
し
乍
ら
、地

主
：：

は
、新
に
其
所
有
地
を
耕
す
こ
ど
は
、之
を
無
償
で
は
許
可
せ
ぬ

i

し
て
も
、マ
 

^
ク
ス

自
身
も

認
め
て
ゐ
る
嫌
办
減
に
賃
貨
せ
ら
れ
た
土
地
に
累
ね
て
資
本
を
投
ず

衆
妨

‘隨
得
る

4

—

 

ih
尠
餘
剩
の
、餘 

a

^
JQ
箬
で
南 

を
擧
げ

得

る
にい
 

3 :
業
間

|;
於
け 

然
丑
^
て
覆

へ
 

u
a

し
又

•マ
パ 

第.U

十一

卷

る
こ
士

の

で
铽
U

い
',
0

而
' し

T
農
產
物
の
價
格

ビ
费
用
，價

.趣

.

V
J

1 0

間
に
普
通
利
潤
以 

地
が
：存
す
る
服
彡
、資
本
は

®;
耕
の
，土
地
に
追

.加
b

て
投
不
せ
、
b
れ
な
け
れ
ば 

る
。
：而

:L
rc
此
の
資
本
投
下
は
、最
後
に
投
せ
ら
れ
た

; *
本
が
纔
七
普
诞
刺
澗 

過

ぎ*
ぬ
點
狀
至
つ

て
、
始

め
て
E

む
で
ぁ
ら

5

0
即

ち
斯
の
，
鄭

ぐ
に
し
て

1

業 

石
利
潤
率

.り

m

均
は
、.依

然

iし
-X
行

!«
れ
ダ

方
ァ
ド

ォ
パ
の
敕
裳
地
代

論
^
依 

さ
れ
ず
に
殘

％

-°
:

• 

•'
.
‘
.

( 

.
::
, 

‘ /
 

r 

.

. 

ネ
ス

0 .
如
ズ
、資

本

流

出

入

.の

遮

斷

に

依

つ

て

、即

.'.
%
•響

に

.よ

つ

て

較
差
：
地
代

C
1
H
ニ
九
} 

9ヵ
.ァ
ド
す
の
苑
後

 

雄

十

狨
§



I

I

#
 (

1

0

) 

l

^

I

i
 

. 

第

十

號

五

四 

泊

外

の

地

代

發

生

を

說

明

せ

ん

i

す

る
S

-

ら
.3

, 

?

ス
の
，價

値

法

則

，資

本

の

有

機

的

雄

成

. 

S

同

等

を

i

來

る

u

 

I

、凡

て

無

用

で

あ

.る
。

間

®

を

決

す

♦

も
の
は
'

に

農

產

物

^ ; 

對

す

る

需

要

V
V地

虫

®
.
獨

占

的

地

位

の

.

.
强

固
の
程

度
如
何

i

で
.
あ

つて、
農
產
物
の
價
格
は

其 

生
產
價
格
以
上
如
何
な
る
點
ま
で

も

昇
騰
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
ム
て
•此
場
合
農
產
物
は
最 

,
饪

意
；に

增

加
し

得

ベ
き
貨
物
の
部
類
に
屬
せ
ぬ
も
の

で
あ
る

.
か
ら
、從
つ
て
リ
力
ァ
ド
オ
の 

費
用
•法卯
は
之
に
適
用
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
農
產
物
が
自
*
に
增
加
し
得
る
貨
物
た
る 

限
、

成
泣
し
得
る

^

の
は

«

う
較
差
地
代
法
则
の
み
で
あ
つ
て
、絕
對
池

代

は
與
ら
ぬ
。

休

業

銀

行

に

園

す

.
る

法

律

問

題
西

本

辰

之

助

きは 
卑勿 
見論 
を法 
述律 
ベ上 
てか

、b

も

み
や

う論
ミ m
思さ
ふれ

0
て

や

う
な
規
定
が

あ
る

-

,

休
業
銀
行
に
關
職

.し

.て
諸
秫
の
間
題
が
經
濟
上
か
ら 

ゐ
る
。
私
は
茲
に

.
法
律
上
の

_

地

か
ら
ニ

H

の
點
に
つ 

.
一

取

®

役
及
び
踩

0
役
の
責
任 

&
避
役
の
責
任
に
關
し
て
商
法
に
次
の

七
條
取
締

役

力
兆
任
務
チ
怠
リ
タ

^
ト

.キハ
兆
取
締
.役ハ
會
社
二
對
シ
テ
連
帶
シ

ブ
法
令
又
ハ
足
款

k

反スル行爲チナシみ

^

トキハ株主總

t

ノ
決 

ト
雖
！？

其
，取
締
役
ハ
第
三
考
こ
對
シ
雄
帶
シ
テ
祺
银
赂
赏
ノ

t

二'*:ス
 

f

om
:

笫
瓦
六
十
四
條
、猫

13
'

六
十
六
條

k

#

、第瓦
六
十
七
條
、：西.六十
 

七
條
及
ヒ
第
，

13

七十九條ノ規定ハ監蜜役こ之チ̂
用ス

 

丨

 

m

w

八
十
六
懈
監
牵
役
ヵ
會
社
又
ハ
第

H

者二對シテ

m

_

蹄徵ノ貴ユ怿ス八キ©
合ユ
 

第二十

一

卷

(
1
.

三三

I
:
)
'
.

 

I

銀
行
に
關
す
名
法
微
問
題 

f

號

宄

：

取
第 第締

Wo瓦，レ取 T W 役 
七0八揚締描七及 
十。十合 役进 十 び

七 _ 
條 ニ 

ノ 依
二  リ 

% o タ


